
トマ・ピケティ

「自然、文化、そして不平等」

～国際比較と歴史の視点から～

（文藝春秋刊 2023年）
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1.   自然の不平等というものは存在するか? 平等への長い歩み

・不平等は、社会によって顕著に異なる経済、政治、文化、文明、宗教の
移り変わりと密接に結びついている。

・一方で、「自然」（天然資源に恵まれているかどうか等）の果たす役割は
思うほど大きくない。

（例）スウェーデン
・長い間ヨーロッパで最も不平等な国の一つだった。
・1930年代、社会民主系の政党が政権を取り、急速に変わった。

・社会や政治の構造は変化するもの
・あの社会は永久に不平等だなどと決めつけてはいけない
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2.   不平等および不平等を生む体制の歴史的変遷

世界不平等データベース（WID) → 「世界不平等レポート」（2022年版が最新）

・悲劇的な出来事（戦争やペスト流行）が平等を生み出すと主張する研究者もいる
･･･ピケティは異なる

・多くの国で第1次大戦と第2次大戦は平等の進展にほとんど影響なし

・スウェーデン：２つの大戦は平等進展に寄与せず、政治や社会への参画が状況変えた
・アメリカ：重要な役割を果たしたのは、1930年代の経済危機

以降の図表の一部は「世界不平等レポート」(2022)から採っている
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3. 所得格差

上位１０％の所得がその国の所得全体に占める比率

・地域全体が不平等なところもある。アフリカ南部、南米
・同じ地域でも大きなばらつきがある場合もある。
･･･アルゼンチンの所得格差はブラジルやチリより小さい

・平等に近いのは北欧
20～30%

・最も高いのはアフリカ南部

・日本は42～47%の中間分類

アルゼンチン

チリ

ブラジル
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4. 資産格差

上位１０％は資産総額の６０～８０％を所有
下位５０％が所有するのは資産総額の５％未満

上位10%が資産の77%
を所有

下位50%が所有する
のは1%
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4. 資産格差

資産の格差は所得格差に比べて大きい

所得 資産
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5. ジェンダー格差

女性の労働所得が全体に占める比率、地域別（1990年～2020年）

・女性の労働所得の比率が増えている国が多いが、まだ50%には達していない。
・中国は女性の労働所得比率が高かったが減少している。

中東および
北アフリカ
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6. ヨーロッパにみられる不平等への歩みのちがい

フランスは所得や資産について過去の統計が最もよく整備されている国の一つ
フランス革命時に相続や資産の登記制度が導入され、きちんと保管されてきた

・所得は、1910年から1980年の間に平等へと向かった。以降は進んでいない。
・資産は平等への足取りが鈍い。1980年代からは逆傾向。

所得 資産
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6. ヨーロッパにみられる不平等への歩みのちがい

ヨーロッパ（1913年) ヨーロッパ（2020年) アメリカ（2020年)

100年の間で「資産中位層」
（中間層）が出現

アメリカの現状は、現在のヨーロッパ
と第一次大戦前のヨーロッパの中間
くらい

第一次大戦前

フランス スウェーデンイギリス

フランス革命の後でも、フランスの富
の集中度は特に弱いわけではない。

スウェーデンは英仏の中間。
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7. スウェーデンの例

20世紀の初め、ヨーロッパはどこもひどく不平等。スウェーデンも英仏の中間くらい。
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1865年～1910年：
・納税額に基づく制限選挙制度
・投票資格は最富裕層２０％の男性のみ
・納税額に応じて1票から100票までの権利が与えられた
・国政では100票だが、地方選挙では上限なし。

→数十の地方自治体では一人の有権者が票の５０％以上を握ることができた
→民主政のもとで独裁者になった

・企業や法人も投じた資本と売上高に応じて地方で選挙権を持っていた。

20世紀
・参政権運動が展開される（労働組合、社会民主系政党）
・1920年に普通選挙実現
・1932年社会民主労働者党が政権党に。（以後1990年代まで切れ目なく政権を担当）
・1980年までの社会民主政権で、それまでの政権とは全く違う政策を実行
納税記録や登記簿など所得や資産を示す記録が、票の配分でなく、累進課税のため
に活用。税収は教育や医療に充当。

・スウェーデンは他国より高い水準の平等を実現
････参政権の拡大など国民の政治・社会参加で成し遂げた

本来的に平等・不平等があるのではない。肝心なのは政権運営を担うのが誰か



8. 福祉国家の出現 ------- 教育への公的支出

12

公的支出は拡大し、近年は47%

第一次大戦前は国力
維持に使用

教育・年金・医療などが増加

教育支出の増加は平等への歩みに貢献してきた。
しかし、30年ほど前から伸び悩んでいる。（高等教育への進学者が増えているのに）

教育



8. 福祉国家の出現 ------- 教育への公的支出
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2020年に20歳になった人が受け取った公的支出を少ない方から順に並べた

急激に上昇

多く受け取る人たちは、
もともと他の人より社会的
に恵まれている人が多い
⇒公的支出が不平等を助長

初等・中等教育のみの人



9. 権利の平等の深化に向けて
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（一例）
・ドイツや北欧では、監査役会に労使同数の代表を送る「共同決定制度」が法制化
＊監査役会：企業の最高意思決定機関
＊採決同数の時、会長（任免に株主の意向が反映）が決定投票権を持つ
ので、制度は不十分。しかし、労働者に味方する団体が10%資本を持っていれば
残りを一人の株主が持っていても過半数を覆すことができる。

どの程度の所得格差なら妥当と言えるだろうか？
著者は、1対3、1対5なら妥当、1対50は正当化できないと考える。

⇒格差水準は、民主的な参加や市民の議論を経て決めるべき。
そのためには政治の場における影響力の平等化が前提になるが、現状はほど遠い。



10. 累進課税
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イギリス

アメリカ

日本

ドイツ

フランス

（仏）累進課税はフランス革命時1792年に導入されたが、すぐに打ち切られ、革命末期
に定率課税が導入された。1901年に相続税に累進課税導入。所得税の累進課税は1914年

累進課税は経済成長を阻害していない



10. 累進課税
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イギリスアメリカ

日本

ドイツ

フランス



11. 債務をどうするのか?
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二度の世界大戦後、巨額の公的債
務を抱えた。GDP比200～300%
･････現在のギリシャを上回る

ドイツ

フランス

第2次大戦後、債務激減
･･･償還はしていない

（ドイツ）
・古い債務の価値を100分の1
・高額の資産に特別税

歴史を振り返ると公的債務問題はさまざまな方法で処理されてきた。
（解決の扉は思うほど閉ざされていない）
過去の処理はよい方法ばかりではなかった。
フランス革命まで遡ると、債務者の３分の２は破産している。



12. 自然と不平等
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地域で排出量の多い１０％の人
が、どれだけ排出しているか

⇒北米では、上位１０％が多く
を排出
南・東南アジアでは上位も
それほど多くない

排出量の最も多い人たちが最も高い比率で排出削減を行うという提案以外に解決策は
ない。



13. 結論
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気候変動の影響がこれまで以上に日常生活で実感できるようになったら、
現在の経済システムに対する考え方が急激に変わる可能性は十分ある。
（ヨーロッパでも、それ以外の地域でも）

不平等の問題は経済学者だけでは解決できない。経済、財政、公的債務、
富の配分といった問題は、一握りの経済学者や専門家に任せるには重要
すぎる。それに専門家は往々にしてきわめて保守的だ。

過去のデータを収集し分析する作業を続けていけば、将来の変化を見通
し、未来はどのような形をとりうるか予測するための情報を豊富に入手
できるはずだ。

【２つの仮説】
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【補足データ】

日本の所得（上位10%、下位50%)

日本の資産（最近：上位10%、下位50%)

日本の女性の労働所得が占める割合
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